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地域を守る大きな力として熱意のある方の
消防団への参加をお待ちしています。

お問い合わせは最寄りの消防本部（消防局）・消防団へ

消防団は、「自分たちの住む地域を自らの力で守る」という崇高な精神をもつ有志に
よって組織されています。つまり、消防団員の皆さんは、ふだんはそれぞれの職業に就
いていますが、その地域で火災や災害などが発生すると、消防団長からの指示により災
害活動に従事する、というしくみになっています。
石川県には、22の消防団があり、約5,200人（うち約210人が女性）の消防団員が活
躍しています。

消 防 団 員 募 集

消防団員の身分
特別職の地方公務員（非常勤）です。

被服・資器材の貸与・配備
消防団員の皆さんには、必要な制服、活動服、防火衣等が貸与されます。
また、消火及び救助資機材などが、各消防団に配備されています。

消防団員の表彰・処遇消防団員の表彰・処遇消防団員の表彰・処遇

被服・資機材の貸与・配備

□ 消防業務に精励した場合等
□ 消火活動、火災予防広報、訓練などに参加した場合等
□ 一定期間を勤続して退団した場合
□ 消防団活動中に負傷した場合等　　　　　
　など各種の制度があります。

日本消防協会表彰等
出動（出場）手当等
退職報償金
公務災害補償

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
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消防協会会長からの一言
今、私達は若い力を求めています。
火災や災害から、大切な人達や財産、そしてふるさとを
自分達で守りませんか。
財産やふるさとを未来に引き継ぐ役割をみんなで担って
みませんか。
先輩達が守り、育ててきたふるさとの消防団です。
今、消防団には、若く新しい、熱い心が必要です。
みなさんの消防団入団を是非ともお待ちしております。

※「全国消防団応援の店」が石川県内でも登録され、全国の消防団員にサービスを提供しています。
※のとじま水族館、いしかわ動物園、石川県ふれあい昆虫館の施設利用割引制度があります。

http://syoubou-kayaku.or.jp/
詳しい情報は 石川県消防協会

公益財団法人石川県消防協会
会長  山本　清

（白山市北消防団団長）

公益財団法人　石川県消防協会

能登町消防団
女性消防団員

　能登町消防団に所属する女性団員は、各種消防団行事に
参加し、地域住民の防火・防災思想の向上に努めています。
　令和６年能登半島地震、奥能登豪雨と大きな災
害が発生し、深い爪痕を残す町並みですが、地域住
民の笑顔を取り戻すため女性団員ならではの感性
を活かし活動しています。男女問わず団員を募集し
ていますので地域貢献に興味のある方は、是非、消
防団で一緒に活動しましょう！

能美市消防団
女性分団
「能美の女組」

　私たち「能美の女組」は、結成４年の女性消防分団
です。主に火災予防訓練や防火査察、小学校での救命
講習を行っています。特に、救命をテーマにしたダン
スに力を入れて広報活動をしています。皆さんに救命
への関心を高めてもらい、一人でも多くの命を救える
よう取り組んでいます。興味のある方、私たちと一緒
に活動しませんか。

若く新しい力を求めます 大学生も女性も消防団員になれます

消防団員募集

令和６年度 石川県消防団入団促進に関する「統一標語」（下出幸緒さん（加賀市）の作品）
「復興の タスキをつなぐ 消防団」

石川イーブックスにてデジタルブック（電子書籍）として掲載中

最優秀賞 「今一度 消防団のあり方を考える」
内灘町消防団　中村 遼太さん

優秀賞 「誕生！「スマート消防団」」
加賀市消防団　太田 北斗さん

優秀賞 「万が一の際に頼れる消防団」
金沢市第二消防団　高務 淳弘さん

優秀賞 「能登半島地震での教訓と決意」
珠洲市消防団　山根 純一さん

第22回石川県消防団活動発表会 入賞者（令和6年12月1日開催）
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金沢市消防団連合会 小松市消防団 七尾鹿島消防団連合会

加賀市消防団 能美市消防団

河北郡市消防団連合会

輪島市消防団 珠洲市消防団

白山野々市川北消防連合会 穴水町消防団 能登町消防団

羽咋郡市消防団連合会

消防団連合検閲における一斉放水の様子です。金沢市消防団全49
分団による一斉放水は、高さ30mほどの水柱が立ち上がり、加賀
鳶火消しの心意気を示し、多くの市民や観光客を魅了します。

連合検閲 一斉放水
令和4年8月4日に市内で発生した豪雨災害を教訓に、全
17分団に救助ボートを配備し、定期的に救助ボートの取
扱い訓練を実施しています。

水害に備え、ボート取扱い訓練

白山市、野々市市、川北町の2市1町が一堂に会し、訓練
大会を実施しています。日頃の訓練の成果を競い合い、
日々技術の研鑽に励んでいます。

白山野々市川北消防訓練大会の様子
消防団は災害時に負傷者を担架で搬送するなど、消火訓
練以外にも様々な訓練を実施しています。

防災訓練

能美市消防団女性分団（能美の女組）は、市内の小学校
で児童生徒を対象に救命率向上のための救命講習会を
実施しています。

児童生徒を対象とした救命講習会
加賀市消防団では、春季及び秋季火災予防運動の一環で、火
災防ぎょ訓練を加賀市内４地区で実施し、消火、安全管理、
車両誘導の徹底や情報収集などの手順を確認しました。

秋季火災予防運動：火災防ぎょ訓練を実施

大規模火災・断水による長距離ホース延長訓練をそれぞ
れ行いました。
大規模火災では、水幕放水の要領の確認を行いました。

能登半島地震を教訓に

消防ポンプ自動車を使用し、消火活動の基礎を身に付けるた
めの訓練です。その技術力の高さを各分団ごとに競い合い、
消防団全体の技術の向上を図ることを目的としています。

穴水町消防団ポンプ車操法
能登町消防団は、奥能登豪雨で甚大な被害を受けた能登
町北河内地内において、土砂の撤去作業、道路啓開にあ
たる等、重大な役割を担いました。

奥能登豪雨に伴う活動

保育園や学校を訪問し、人形劇や紙芝居等で防火・防災
について楽しく学んでもらい、家族や友人と一緒に話し
合えるよう内容も工夫しています。

女性消防団員による防災啓発活動
令和6年能登半島地震で発生した火災の残火処理活動の様
子です。消防団員が放水しながら、スコップを使い、瓦礫や
土中に残っている火種を確認し、再燃を防いでいます。

火災の残火処理活動

能登半島地震での災害活動に加え、避難所運営支援な
ど、地域防災に貢献します。

令和6年能登半島地震避難所運営支援

消防団の活動消防団の活動
消防団は、火災・風水害・地震などの災害活動だけでなく、平常時には、春・秋の火災予防運動広報、
各種防火・防災訓練、年末特別消防警戒や消防出初式への出動、さらに防火クラブ等に対する防災
訓練指導など、年間を通して地域の防火・防災の要として活躍しています。今後とも消防団は、地域
の安全・安心を守るための中核として、大いに期待されています。
次の写真は、県内各地域（12消防団・消防団連合会）の消防団が活動しているひとこまです。


